




















































































































































































































































































































































































































































































































































(N (N (N (N (N (N (N) 
15.5( 39) 17 .1( 43) 1. 2( 3) 63. 5060) 4.8( 12) 2.4( 6) 100. 0(252) 
経比 医療用中心 17 .1( 32) 15.0( 28) 1. 6( 3) 63.6019) 3. 7 ( 7) 2.1( 4) 100.0(187) 
重一般用中心 11.1( 7) 23.8( 15) （ー ） 63.5( 40) 6. 3( 4) 3. 2( 2) 100.0( 63) 
路別 不 明 （ー ） （一） （一〉 ( 1) ( 1) （一） 100.0( 2) 
年 A 13. 6( 3) 9.1( 2) （ー ） 68.2( 15) （ー ） 18.2( 4) 100.0( 22) 
商 B 1. 9( 12) 5. 9( 6) 2. 0( 2) 69.3( 70) 8. 9( 9) 2. 0( 2) 100.0(101〕
規
c 21. 4( 18) 26.2( 22) 1. 2( 1) 54.8( 46) 2.4( 2) （一） 100.0( 84) 
D 15.8( 6) 34. 2( 13) （一） 57. 9( 22) 2.6( 1) （ー ） 100.0( 38) 
模 E （一） （ー ） （ー ） ( 6) （一） （ー ） 100.0( 6) 
~u F （ー ） （一） （一） ( 1) （ー ） （ー 〕 100.0( 1〕
資料：通産省企業局編，『取引条件の実態調査』，昭和45年

























795 (98. 7) 148 (99. 3) 1. 644 (86. 4) 
59 ( 7. 4) 11 ( 7. 4) 6 ( 0.7) 0 ( 0.0) 76 ( 4.0) 
70 ( 8.8〕 13 ( 8.8) 4 ( 0.5) 1 ( 0.7) 88 ( 4. 6) 
51 ( 6.4) 14 ( 9.5) 1 ( 0.1) 0 ( 0.0) 66 ( 3.5) 
100% 13 ( 1. 6) 15 (10.1) 0 ( 0.0) 0 ( 0.0) 28 ( 1.5) 




















な し 585 (87 .5) 107 (72. 3) 682 (99. 9) 123 (99. 2) 1, 498 (92. 2) 
派遣役員の比率10%未満 49 ( 7. 3) 17 (11.5) 1 ( 0.1) 0 ( 0.0) 67 ( 4.1) 
10%以上～ 50%未満 28 (4.2) 13 (8 .8) 0 ( 0.0) 0 ( 0.0) 41 ( 2.5) 
50%以上～100%未満 5 ( 0.7) 3 ( 2.0) 0 ( 0.0) 0 ( 0.0) 8 ( 0.5) 
100% 2 ( 0.3) 8 ( 5.4) 0 ( 0.0) 1 ( 0.8) 11(0.7) 































































































































































一衛生化 -GLP -GMP 一価格 チーャネノレ 一品質保証 PMS 
一高度化 一機能 一技術 一宣伝広告ーGSP ースピード 一再審査
0 A化 一基礎調査 一原材料 ーディテーJL. 一統合・合併 一価格 一価格
一特許 一価格 一工程のチェ マン 一流通系列化 ーサービス網 一再評価
一生産工程の ー共同開発 ヴク 一包装 ·~J形 ー製品在庫 の共用・専 一広告・宣伝
の選択 一研究開発 一生産能力 ープラント 一流通経費削 用 一副作用情報
一技術導入先 一安全性情報 ーロットの明 一販売提携 減 一情報 －医薬情報
一製剤技術 確化 ープロパー 一運輸
一技術提携 一包装・剤形 一取引条件 一価格情報








すなわち， Product〈医薬品） , Package （包装） , Price （薬価） , Personal 
Selling （人的販売）, Place （場所＝貯蔵保管，輸送，流通などの販売チャネ
ノレ）, Persuasion・ Advertising （説得・広告） , Promotional Aids （販売促進援



















































製品差別化の方法 商品名 製薬企業名 薬 効など
コンセプト確立
サエンタック 日本グラクソ H2受容体措抗剤，攻撃因子制御剤
タガメット 藤沢薬品工業 同 上
新剤形追加 ガスター注 山之内製薬 同 上， 問 上
新適応症追加 ノイエル 第一製薬 胃炎追加
利潤・リスク便益 副作用に対して効用が大
効能・コスト 費用に対して効果が大































医薬品用途区分別 ｜ 全流通段階 ｜ 卸売段階
医療用医薬品 ｜ マージン30%以内 ｜ マージン12.5%
一般用マスコミ品 ｜ マーチン30%以内 ｜ マージン 6.7%













製薬企業別 製薬企業出荷価格 卸売段階 小売段階
C 価 59.1 B 価 67.8 A 価 100 
新薬系メーカー マージン 4.0 マーチン 25.2 
リベー ト 4.7 リベー ト 7.0 
C 価 63.0 A 価 100 
直販系メーカー 直販のためなし マーチン 31.l 
リベー ト 5.9 
C 価 64.5 B 価 73.5 A 価 100 
家庭薬メーカー マージン 7.3 マージン 24.5 





































































販売リベート総額 170～100%が｜ I 170～501 70～100%が定 1100%が定
のうち 100%が累｜累進リベー ト｜ ｜%が定｜率リベートの医｜率リベート
進リベートである｜の医薬品卸 IB.5%1率リベ｜薬品卸売業者
医薬品卸売業者 ｜売業者 ｜ ｜ート ｜ 




























IO ( 9.3) 
2 ( I.9) 
8 ( 7.4) 
17 (15.7) 
12 20 25 I 71 (65. 7) 
19 27 15 41 1108(100.0) 
得意先のうち10%
/ 10～50% / 




















































































































































































































































































$3) Johnson, J. D., Advertising Today, 1978, pp. 24ー 25.風呂勉，『マーケティング・
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頁。
-431-
(56) 伊藤良二，「製品市場での差別化戦略」，大前研一，岩松茂美編，前掲書， 94-96頁。
的医薬品企業法務研究会編，前掲書， 129頁。
(5c 医薬品企業法務研究会編，前掲書， 242頁。
(59) 実方謙二，「規制の課題J，金子晃，根岸隆，実方謙二，船田正之，『新・不公正な取
引方法』，昭和58年，青林書院新社，第2章， 41頁。
側薬業時報社編，『薬事ハンドブック ’88』，昭和63年2月， 158頁。
削厚生省薬務局監修，前掲書， 59-61頁。
側厚生省薬務局監修，前掲書， 59頁。
側厚生省薬務局監修，前掲書， 243頁。野田貫編，前掲書， 441頁0
(6~ 厚生省薬務局監修，前掲書， 59頁。
側通産省産業政策局編，『広告の経済的効果』，昭和50年，大蔵省印刷局， 17頁。
側本間弘光，『広告の知識』，昭和62年， 14版6刷，日本経済新聞社， 12頁。
的制全国公正取引協議会連合会編，『景品表示法の手引き』，昭和60年3月。
側医薬品企業法務研究会編，前掲書， 265頁。
側今井賢ーほか，前掲書， 187頁。
側通産省産業政策局編，前掲書， 37頁。
開通産省産業政策局編，前掲書， 246-248頁0
(/2) 今井賢ーほか，前掲書， 183頁。
仰 向田直範，「消費者保護と広告規制」，経済法学会編，前掲書， 136頁。
仰 この引用文は，コマナー＝ウィノレソンが広告と製品差別化との関連を理論的に説明
した場合の結論であると八田英二氏は述べている。八回英二，『広告と市場競争
一一広告決定の産業組織論的分析－~，昭和56年，有斐閣， 41頁。
向通産省産業政策局編，前掲書， 323頁。
開厚生省健康政策局編，『健康政策六法J，昭和63年版，昭和63年3月，中央法規出版，
1267-1269頁。
。り薬価制度研究会編，『医療政策と薬価基準一一新算定方式の全容とその狙し、－~.
昭和62年，薬業時報社， 24頁0
(78) 薬価制度研究会編，前掲書， 24頁。
側薬価制度研究会編，前掲書， 27頁。野田賞編，前掲書， 425頁。
側厚生省保険局医療課編，『薬価基準一一ーその全容と重要通知一一』，昭和62年9月，
58頁。
制薬価制度研究会編，前掲書， 97頁。
側薬価制度研究会編，前掲書， 178頁。
? ?
?
? ?
参考文献
本誌，第33巻，第3号及び第34巻，第l号掲載の参考文献に，この注のものを加える。
（付記本稿は，財団法人 島原科学振興会の昭和62年度研究助成による研究
成果の一部である。同会に感謝します。〉

